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２
０
１
９
年
に
導
入
し
た
Ｅ
Ｕ
Ｓ

（
超
音
波
内
視
鏡
）
は
、
先
端
に
超

音
波
装
置
が
つ
い
た
内
視
鏡
で
す
。
胆

の
う
や
膵
臓
の
状
態
を
詳
し
く
観
察
で

き
、
1
セ
ン
チ
未
満
の
小
さ
な
腫
瘍
も

見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
細
胞
を
採
取
し
、

詳
し
く
調
べ
る
こ
と
で
、
が
ん
の
早
期

発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
Ｓ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
疾
患
を
早
く
見
つ

け
、
適
切
な
治
療

を
受
け
る
た
め
の

大
切
な
手
が
か
り

に
な
り
ま
す
。

　　　

症
状
が
現
れ
た
時
点
で
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
定
期
的
な
検
査

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
脂
質
の
多
い
食

事
を
控
え
、
適
度
な
運
動
を
続
け
る
こ

と
が
有
効
で
す
。

　
お
腹
の
違
和
感
や
黄
疸
（
皮
膚
や
白

目
が
黄
色
く
な
る
症
状
）
を
感
じ
た

ら
、
早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

消化器内科の
主な疾患

食道  ...................  食道がん・食道静脈瘤・逆流性食道炎
胃・十二指腸  ....  胃がん・十二指腸潰瘍上部消化管

肝臓  ...................  肝臓がん・肝硬変
胆のう・胆管  .....  胆石症・総胆管結石症・胆のうがん
膵臓  ...................  膵がん・慢性膵炎

肝胆膵

下部消化管 大腸  ...................  大腸がん・潰瘍性大腸炎・クローン病
大腸憩室炎
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近
年
、
高
齢
化
や
食
生
活
の
変
化
に
伴
い
、

胆
道
系
（
胆
の
う
・
胆
管
・
膵
臓
）
の
疾
患
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
診
断
・
治
療
を
支
え
る
高
度
な
内
視
鏡
技
術
の
進
化
に
つ
い
て
、

埼
玉
石
心
会
病
院 

消
化
器
内
科
診
療
科
長
・
消
化
器
内
科
部
長
の

阿
部
敏
幸
医
師
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

胆
道
系
疾
患
に
挑
む

内
視
鏡
技
術

3 2

石
を
取
り
除
き
、
そ
の
後
、
必
要
に
応

じ
て
腹
腔
鏡
手
術
で
胆
の
う
を
摘
出
す

る
な
ど
、
消
化
器
内
科
と
外
科
が
連
携

す
る
こ
と
で
一
貫
し
た
診
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
合
併
症

に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

胆
道
系
の
疾
患
を
正
確
に
診
断
し
、

適
切
に
治
療
す
る
た
め
に
、
当
院
が
導

入
し
て
い
る
主
な
内
視
鏡
技
術
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
は
、
内
視
鏡
を
用
い
て
胆

管
や
膵
管
の
疾
患
を
診
断
し
、
治
療

す
る
検
査
で
す
。
胆
管
結
石
の
除
去

や
胆
道
が
ん
の
詳
し
い
検
査
に
加
え
、

ス
テ
ン
ト
を
留
置
し
て
胆
汁
の
流
れ
を

改
善
す
る
治
療
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

当
院
で
は
年
間
約
500
件
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
を

実
施
し
て
お
り
、
豊
富
な
経
験
を
活
か

し
、
安
全
か
つ
負
担
の
少
な
い
検
査
・

治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
に
埼
玉
県
で
初
め
て
導

入
し
た
ス
パ
イ
グ
ラ
ス
Ｄ
Ｓ
は
、
胆
管
内

を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
内
視
鏡
で

す
。
従
来
の
機
器
よ
り
も
操
作
が
し
や

す
く
、
画
像
も
よ
り
鮮
明
に
な
り
ま
し

た
。
細
か
い
病
変
や
複
雑
な
部
位
ま
で

鮮
明
に
確
認
で
き
る
た
め
、
診
断
・
治

療
の
精
度
が
向
上
し
ま
し
た
。
大
き
な

胆
管
結
石
や
複
数
の
結
石
が
あ
る
場
合

で
も
、
水
の
力
を
利
用
し
て
細
か
く
砕

き
、
効
率
よ
く
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
内
視
鏡
に
は
小
型

カ
メ
ラ
と
照
明
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

医
師
が
治
療
中
に
鮮
明
な
画
像
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
治
療
回
数
や
治
療
時
間
が
短
縮
さ

れ
、
患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
当
院
は
「
断
ら
な
い
救
急
」
を
理
念

に
掲
げ
、
消
化
管
か
ら
膵
臓
・
肝
臓
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
疾
患
に
24
時
間
365
日
対

応
し
て
い
ま
す
。
特
に
胆
道
系
（
胆
の

う
・
胆
管
・
膵
臓
）の
疾
患
に
対
し
て

は
、
高
度
な
内
視
鏡
機
器
を
導
入
し
、

従
来
は
治
療
が
難
し
か
っ
た
ケ
ー
ス
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
も

う
一
つ
の
特
長
は
、
消
化
器
内
科
と
外

科
が
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
診
療
を

行
っ
て
い
る
点
で
す
。
毎
月
合
同
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
を
活
か
し
て
最
適
な
治
療
方
針
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
胆
石
症

の
治
療
で
は
、
ま
ず
内
視
鏡
で
胆
管
結

Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｓ

超
音
波
内
視
鏡

消
化
器
疾
患
の
内
視
鏡
治
療
に
つ
い
て

　膵臓

胃

肝臓

胆のう

総胆管

内視鏡

十二指腸

日本内科学会認定医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会認定専門医・指導医
日本胆道学会認定指導医
臨床研修指導医

阿
あ べ

部 敏
と し ゆ き

幸
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内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
管
膵
管
造
影

進
化
す
る
内
視
鏡
技
術

進
化
す
る
内
視
鏡
技
術

消
化
器
内
科
の
特
長

消
化
器
内
科
の
特
長

健
診
と
生
活
改
善
で
防
ぐ

健
診
と
生
活
改
善
で
防
ぐ



　

早
期
が
ん
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
が

重
要
で
す
。

　　

40
歳
以
上
の
方
は
、
一
度
検
査
を
受

け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
特
に

ピ
ロ
リ
菌
感
染
歴
が
あ
る
方
は
、
胃
が

ん
の
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
毎
年
の
検

査
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ

ロ
リ
菌
が
な
い
方
で
も
、
2
～
3
年
に

1
回
の
検
査
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

40
歳
以
上
の
方
は
一
度
検
査
を
受

け
、
ポ
リ
ー
プ
の
有
無
や
大
き
さ
に
よ
っ

て
、
そ
の
後
の
検
査
間
隔
を
決
定
し
ま

す
。

　

症
状
が
出
て
か
ら
で
は
進
行
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
健
康
な
う
ち

か
ら
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。

消
化
管
（
胃
・
大
腸
）
の
早
期
が
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
発
見
が
難
し
い
た
め
、

早
期
発
見
に
は
定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
が
重
要
で
す
。

埼
玉
石
心
会
病
院 

消
化
器
内
科
副
部
長
の
宮
本
勇
治
医
師
に

内
視
鏡
に
よ
る
治
療
と
予
防
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

胃・
大
腸
が
ん
の

内
視
鏡
検
査
と
治
療

5 4

大
腸
の
検
査

C
olonoFiberscopy

胃
の
検
査

G
astrointestinal Fiberscope

日本内科学会認定総合内科専門医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会認定専門医
日本肝臓学会専門医
日本医師会認定産業医
ピロリ菌感染症認定医

宮
み や も と

本 勇
ゆ う じ

治
消化器内科副部長

定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
を

定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
を

切開3
マーキングを切り
囲むようにナイフ
で病変部の周囲の
粘膜を切る

局注2
粘膜下層に薬剤を
注入して浮かせた
状態にする

はくり

粘膜下層の剥離4
専用ナイフで病変
を少しずつ慎重に
はぎとる

マーキング1
内視鏡を胃の中に
入れ、病変の周辺
に切り取る範囲の
目印をつける

止血6切除完了5
ナイフを使って最
後まで剥離 (はくり) 
する、 または最後に
スネアで切り取る

切り取ったあとの
胃の表面に止血処
理を施し、 切り取
った病変部は病理
検査に出すため回
収する

さやま総合クリニック 健診センター

健康診断・人間ドック

さやま総合クリニック

初診・外来
治療後の経過観察

　

埼
玉
地
区
で
は
、
急
性
期
治
療
と

入
院
を
受
け
持
つ
「
埼
玉
石
心
会

病
院
」
と
、
外
来
診
療
に
対
応
す
る

「
さ
や
ま
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、
健
康

診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を
担
う
「
さ
や

ま
総
合
ク
リ
ニッ
ク 

健
診
セ
ン
タ
ー
」

が
連
携
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
医

療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

初
診
・
外
来
は
「
さ
や
ま
総
合
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
で
行
い
、
高
度
な
検
査
、

入
院
・
手
術
は
「
埼
玉
石
心
会
病

院
」
で
対
応
し
ま
す
。
治
療
が
終
わ

り
ま
し
た
ら
、
再
び
「
さ
や
ま
総
合

ク
リ
ニッ
ク
」
で
経
過
観
察
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、「
さ
や
ま
総
合
ク
リ
ニ

ッ
ク 

健
診
セ
ン
タ
ー
」
で
は
疾
患
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
健
康
診

断
・
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
救
急
搬
送
さ
れ
る
よ
う
な

患
者
さ
ん
の
場
合
、
埼
玉
石
心
会
病

院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
た
時
点
か
ら
、

消
化
器
内
科
医
も
救
命
救
急
医
と 

と
も
に
関
わ
り
、
検
査
か
ら
緊
急
手

術
を
含
む
治
療
ま
で
消
化
器
内
科
医

が
一
貫
し
て
対
応
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
内
の
連
携

グ
ル
ー
プ
内
の
連
携

石心会グループ埼玉地区の診療体制

高度な専門的治療
救急医療
詳しい検査

埼玉石心会病院

が
ん
に
対
し
、
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層

剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
殊
な
電
気
メ
ス
を
使
い
、
大
き

な
病
変
も
一
度
に
切
除
で
き
る
治
療
法

で
す
。
切
除
し
た
病
変
は
顕
微
鏡
で

詳
し
く
調
べ
、
が
ん
を
取
り
切
れ
た
か

を
確
認
し
ま
す
。
検
査
の
結
果
、
が
ん

が
深
い
層
や
血
管
・
リ
ン
パ
に
広
が
っ
て

い
る
場
合
、
外
科
的
な
追
加
治
療
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
開
腹
手
術
に
比
べ
て
身
体
へ

の
負
担
が
少
な
く
、
入
院
期
間
も
短
い

の
が
特
長
で
す
。
退
院
後
は
早
期
に
日

常
生
活
へ
復
帰
で
き
、
良
好
な
経
過
が

期
待
で
き
ま
す
。
当
院
で
は
年
間
を
通

じ
て
多
く
の
症
例
に
対
応
し
、
豊
富
な

経
験
を
も
と
に
安
全
な
治
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

胃
・
大
腸
の
早
期
が
ん
は
、
多
く
の

場
合
、
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
健
康
診
断
や
近
隣
の
ク
リ
ニッ

ク
で
の
内
視
鏡
検
査
で
偶
然
見
つ
か
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
か
つ
て
は

胃
が
ん
の
患
者
さ
ん
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
近
年
は
主
な
原
因
で

あ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
が
進
ん
だ
影
響

で
、
胃
が
ん
の
罹
患
率
・
死
亡
率
と
も

に
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
大
腸
が
ん
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
に
50
歳
以
上
の
方
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
症
状
が
現
れ
る
前
の
段
階

で
見
つ
か
る
よ
う
定
期
的
に
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　

当
院
で
は
、
早
期
の
胃
が
ん
や
大
腸

早
期
発
見
が
鍵

早
期
発
見
が
鍵

Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ

内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
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　埼玉石心会病院は「断らない医療」
「患者主体の医療」「地域に根ざし、
地域に貢献する医療」という 3 つの
理念を掲げております。この理念のも
とに医療に取り組み、2016年度から
2024 年度まで 8 年連続で救急車応
需率 99％以上を維持し、年間約1万
台の救急車を受け入れています。
　一方で、まだ十分に地域の救急医
療ニーズに応えられていないと感じて
おり、それに応えるために、今回の救
命救急棟の開棟をいたす運びとなり
ました。
　救命救急棟は、1 階に重症救急患
者に対応する初療室、CT、血管造
影室、救急病棟、2 階には、手術室
や救急 ICU（集中治療室）の機能を
有しています。
　この拡大により、これまで受け入れ
てきた患者さんに加えて、さらに広範
囲からより重篤な患者さんにも対応
することが可能になります。
　埼玉石心会病院はこれからも地域
の医療ニーズに応え、質の高い医療
を提供することで地域医療に貢献し
てまいります。

はら脳神経・頭痛クリニック

　当院は開院以来、頭痛やめまい、脳血管障害などの急性期疾患から
認知症、神経変性疾患などの慢性疾患まで、さまざまな患者様の診療
をさせていただいております。脳神経領域における地域の相談窓口に
なれるよう日々尽力しております。
　脳神経内科、頭痛、脳卒中、認知症などの専門領域から一般内科まで
を幅広く対応できること、またMRIや超音波検査機器を設置し、クリ
ニックの利点を活かした迅速な検査を心がけていることが当院の強み
と考えております。　
　『困った時になんでも相談に行けるそんなクリニックを目指します』を
理念に掲げており、常に患者様の気持ちに寄り添い、気軽に質問や相
談がしやすい環境づくりを心がけております。

　当院は99床（一般52床、回復期リハ47床）の病院です。2018年の
理事長就任以降、専門の整形外科診療を中心に手術療法、急性期診
療、リハビリテーションを積極的に進め、地域住民、近隣医療機関の皆
様の第１選択肢となれるよう診療体制の拡充に努めています。透析診
療（10床）も積極稼働しており、訪問看護や訪問リハビリテーション、併
設する介護老人保健施設「日高の里」も含め医療介護のスムーズな連
携も我々の強みです。
　骨折診療では「骨粗鬆症治療」に力を入れています。看護師などの医
療従事者からケアマネまで15名の骨粗鬆症マネージャーが骨粗鬆症
リエゾンチームとして院内外で活動しています。また、持続性、継続性の
ある病院運営を実現するため、新しい診療システムやICT機器の活用
などにも果敢にチャレンジを続けるよう意識しており、次世代に繋がる
フットワークの良い組織運営を続けていきたいと思っています。

医療法人和会  武蔵台病院

https://hara-neurology.com/

https://www.musashidai-hp.com/
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